
　9月8日、香川県東かがわ市の中尾国有林において森林技術総

合研修所林業機械化センターの教務指導官を講師として「森林

作業道作設技術の現地検討会」を開催しました。� 【詳細は２頁】



	 グリーン四国	 №1146	 2015（H27）9月号

― 2 ―

　

九
月
八
日
、
東
か
が
わ
市
の

中
尾
国
有
林
に
お
い
て
森
林

技
術
総
合
研
修
所
林
業
機
械
化

セ
ン
タ
ー
の
加
利
屋
教
務
指
導

官
と
山
下
係
員
を
講
師
に
迎
え

「
森
林
作
業
道
作
設
技
術
の
現

地
検
討
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
検
討
会
は
、
作
業
道

作
設
指
導
者
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
及
び

新
た
な
技
術
に
基

づ
く
壊
れ
に
く
い

工
法
の
取
得
を
目

的
と
し
て
行
な
う

も
の
で
、
あ
い
に

く
の
小
雨
模
様
に

も

か

か

わ

ら

ず
、

県
内
一
円
か
ら
集

ま
っ
た
県
職
員
や
各
森
林
組
合

の
他
、
隣
の
徳
島
県
か
ら
も
事

業
体
や
水
源
林
整
備
事
務
所
職

員
等
、
総
勢
七
〇
名
以
上
の
技

術
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
は
、
壊
れ
に
く
い

作
業
道
の
作
設
に
際
し
て
は

「
線
形
を
決
め
る
と
き
に
は
、

ま
ず
残
す
木
を
決
め
る
」
、
「
機

械
の
進
入
は
、
セ
ン
タ
ー
の
位

置
か
ら
で
は
な
く
山
側
か
ら
斜

め
に
入
れ
る
方
が
効
率
的
」
、

「
道
は
、
作
業
す
る
た
め
の
道

と
移
動
（
登
坂
路
）
に
使
う
道

と
を
分
け
て
考
え
る
」
等
、
多

く
の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
に
体

験
し
な
が
ら
路
肩
の
弱
い
箇
所

に
お
け
る
丸
太
を
使
っ
た
ア
ン

カ
ー
補
強
の
や
り
方
や
効
果
的

な
洗
い
越
し
の
方
法
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
な
か
で
も
表
土

を
使
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
は
、

表
土
の
取
り
方
や
置
き
方
、
転

圧
の
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
参

加
者
に
機
械
を
操
作
さ
せ
る
な

ど
、
わ
か
り
や
す
い
説
明
に
参

加
者
も
大
い
に
納
得
し
た
様

子
で
、
「
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
是
非
ま
た

設
け
て
ほ
し
い
。
」
等
の
意
見

が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
田
口
森
林
整
備
部
長

か
ら
、
「
こ
れ
か
ら
の
森
林
・

林
業
を
盛
り
上
げ
て
い
く
の
は

素
材
生
産
業
者
で
す
。
最
初
か

ら
上
手
な
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
い

ま
せ
ん
。
他
人
の
運
転
を
見
る

こ
と
で
技
術
を
学
び
、
他
人
に

見
て
も
ら
う
こ
と
で
更
に
上
手

に
な
り
ま
す
。
切
磋
琢
磨
し

あ
っ
て
技
術
向
上
を
目
指
し
て

く
だ
さ
い
。
」
と
ま
と
め
て
い

た
だ
き
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

　

当
所
で
は
、
今
後
と
も
こ
う

し
た
機
会
を
多
く
設
け
て
事
業

体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
と

と
も
に
、
民
国
連
携
に
よ
る
共

同
施
業
に
つ
い
て
も
推
進
し
て

い
く
考
え
で
す
。

現
地
検
討
会
の
様
子

 

「
森
林
作
業
道
現
地
検
討
会
」
開
催

 

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉
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九
月
七
日
、
高
知
市
に
お
い

て
、
四
国
各
県
の
林
務
担
当
部

局
、(

研)

森
林
総
合
研
究
所

四
国
支
所
、
同
森
林
整
備
セ
ン

タ
ー
中
国
四
国
整
備
局
参
加
の

も
と
、
林
野
庁
か
ら
担
当
官
の

出
席
を
得
て
第
四
一
回
四
国
林

政
連
絡
協
議
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

開
会
に
あ
た
り
協
議
会
会
長

の
大
山
森
林
管
理
局
長
か
ら

「
現
在
、
森
林
・
林
業
に
つ
い

て
は
、
新
た
な
木
材
需
要
の
創

出
や
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制

の
確
保
等
に
よ
り
成
長
産
業
化

に
向
け
取
り
組
む
こ
と
、
更
に
、

地
域
を
支
え
る
農
林
水
産
業
の

成
長
産
業
化
に
よ
り
安
定
し
た

雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
本
日
は
各
機

関
の
取
組
や
研
究
成
果
を
紹
介

い
た
だ
き
、
活
発
な
意
見
交
換

が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
開
催
県
で
あ
る
高
知
県

の
大
野
林
業
振
興
・
環
境
部
長

と
林
野
庁
計
画
課
城
企
画
班
担

当
課
長
補
佐
か
ら
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
「
四
国
山
の
日
賞
」

選
定
団
体
の
報
告
、
林
野
庁
か

ら
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
を

巡
る
最
近
の
動
き
に
つ
い
て
の

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
各
県
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
担
い
手
確
保
・
育
成
へ
の
取

組
」
や
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利

用
の
取
組
」
等
が
紹
介
さ
れ
、

ま
た
、
森
林
総
合
研
究
所
各
機

関
か
ら
各
種
研
究
事
例
や
国
有

林
と
の
連
携
の
状
況
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
説
明
等
に
関
し
て

各
機
関
か
ら
は
活
発
な
意
見
や

要
望
が
出
さ
れ
、
有
意
義
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
四
国
山
の
日
賞
」
は
、
四

国
四
県
と
当
森
林
管
理
局
と
の

間
で
締
結
し
た
「
四
国
の
森
づ

く
り
に
関
す
る
共
同
宣
言
」（
平

成
一
六
年
）
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、

四
国
の
森
林
等
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
四
国
の
森
づ
く
り
活
動

（
「
森
林
整
備
の
推
進
」
、
「
木
材

の
利
用
推
進
」
及
び
「
森
林
環

境
教
育
活
動
の
推
進
」）
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
を

選
定
し
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
の
募
集
に
対
し
て
、

四
国
四
県
か
ら
一
〇
団
体
の
応

募
が
あ
り
、
八
月
二
七
日
、
林

業
関
係
者
、
環
境
教
育
関
係
者

や
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
か
ら
な
る

「
四
国
山
の
日
賞
」
選
考
委
員

会
に
お
い
て
、
厳
正
か
つ
公
正

な
審
査
を
行
い
、
五
団
体
（
森

林
整
備
分
野
二
団
体
、
木
材
利

用
分
野
二
団
体
、
森
林
環
境
教

協
議
会
会
長
大
山
森
林
管
理
局

長
挨
拶

 

四
国
林
政
連
絡
協
議
会
を
開
催 

〈
企
画
調
整
課
〉

 

平
成
二
七
年
度

　

「
四
国
山
の
日
賞
」
受
賞
団
体
決
定

〈
技
術
普
及
課
〉
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育
分
野
一
団
体
）
を
選
出
し
、

九
月
七
日
の
四
国
林
政
連
絡
協

議
会
に
報
告
し
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
表
彰
式
は
一
一
月
に

香
川
県
で
行
な
わ
れ
ま
す
。「
四

国
山
の
日
」
の
イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
行
な
い
ま
す
。

　

受
賞
団
体
は
、

多
面
的
機
能
の
発
揮
に
向
け
た

森
林
整
備
の
推
進
部
門

●
三
原
村
森
林
組
合
【
高
知
県
】

●�

高
知
里
山
を
愛
す
る
会
（
西

条
市
丹
原
町
高
知
地
区
）【
愛

媛
県
】

木
材
の
利
用
推
進
部
門

●�
株
式
会
社
山
城
も
く
も
く

　

【
徳
島
県
】

●�

高
知
県
立
高
知
工
業
高
等
学

校

　

【
高
知
県
】

森
林
環
境
教
育
活
動
の
推
進
部

門●�

さ
ぬ
き
市
林
業
研
究
会
【
香

川
県
】

　

各
受
賞
団
体
の
活
動
状
況
、

選
定
理
由
に
つ
い
て
は
、
四
国

森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
平
成
二
七
年
度
四
国
山
の
日

賞
」
決
定
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

八
月
二
〇
日
、
公
募
に
よ
る

一
六
組
、
三
八
名
が
参
加
し
た

「
夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い
木
工

教
室
」
を
、
当
局
の
大
会
議
室

に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
木
工
教
室
は
、
夏
休
み

の
研
究
・
学
習
の
支
援
と
身

近
な
自
然
環
境
へ
の
関
心
や
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
オ
イ
ス
カ
高
知
県
推
進
協

議
会
と
の
共
催
で
、
例
年
、
夏

休
み
終
盤
に
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

ま
ず
、
山
に
親
し
ん
で
も
ら

い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
山

で
観
察
で
き
る
木
や
生
き
物
の

写
真
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
ク
イ
ズ
形
式
で
、「
木

か
ら
で
き
た
も
の
ク
イ
ズ
」
と

し
て
、
見
た
目
で
木
と
わ
か
る

も
の
か
ら
、
紙
な
ど
姿
を
変
え

て
製
品
に
な
っ
た
も
の
や
、
ス

ポ
ン
ジ
な
ど
全
く
違
う
製
品
と

合
せ
て
問
題
に
し
ま
し
た
。
や

は
り
、
姿
を
変
え
た
製
品
は
難

し
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
身
近

な
物
の
多
く
が
木
か
ら
で
き
て

「
四
国
山
の
日
賞
」
選
考
委
員
会

木
工
作
製
中

完
成
作
品

 

『
親
子
ふ
れ
あ
い
木
工
教
室
』
開
催

～
木
端
ア
ー
ト
（
カ
ベ
掛
け
）
作
製
と
積
木
教
室
～

〈
技
術
普
及
課
〉
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い
る
と
い
う
こ
と
に
、
参
加
者

は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
森
林
整
備
等
で
発

生
し
た
広
葉
樹
の
枝
な
ど
を

使
っ
て
、
『
汽
車
と
ト
ラ
ッ
ク
』

の
カ
ベ
掛
け
を
作
製
し
ま
し

た
。

　

開
始
直
後
の
子
供
た
ち
は
、

色
使
い
を
工
夫
し
て
、
ゆ
っ
く

　

九
月
九
日
、
高
知
城
に
お
い

て
、
樹
木
教
室
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
高
知
大
学
教
育
学

部
附
属
小
学
校
か
ら
、
高
知
城

の
樹
木
に
つ
い
て
、
「
特
に
珍

木
・
奇
木
に
つ
い
て
、
自
然
の

不
思
議
、
力
強
さ
に
つ
い
て
教

え
て
欲
し
い
。
」
と
い
う
依
頼

を
受
け
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

九
月
二
日
に
事
前
学
習
と
い

う
こ
と
で
、
森
林
技
術
・
支
援

セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
り
、
ス

ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
針
葉
樹
と

ア
ラ
カ
シ
や
サ
カ
キ
な
ど
の
広

葉
樹
を
学
校
に
持
参
し
て
、
葉

の
種
類
や
つ
き
か
た
の
違
い
な

ど
を
学
習
し
ま
し
た
。
子
ど
も

り
丁
寧
に
色
塗
り
を
し
た
の
が

災
い
し
て
、
終
盤
は
、
ス
タ
ッ

フ
に
ピ
ッ
チ
を
上
げ
る
よ
う
に

促
さ
れ
た
子
も
い
ま
し
た
が
、

作
品
は
ど
れ
も
個
性
的
で
、
と

て
も
メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
な
か
わ

い
い
仕
上
が
り
に
な
り
ま
し

た
。
ぜ
ひ
、
親
子
で
の
夏
の
思

い
出
と
し
て
飾
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
は
、
オ
イ
ス
カ

ス
タ
ッ
フ
と
海
外
研
修
生

達
と
の
積
木
教
室
で
す
。

ヒ
ノ
キ
の
間
伐
材
で
作
ら

れ
た
積
木
に
温
も
り
を
感

じ
な
が
ら
、
保
護
者
も
交

え
て
、
上
へ
上
へ
と
高
く

積
み
上
げ
た
り
横
に
並
べ

た
り
、
ま
た
、
途
中
で
崩
れ
て

残
念
が
っ
た
り
、
子
供
た
ち
の

色
々
な
表
情
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
途
中
、
オ
イ
ス
カ

ス
タ
ッ
フ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に

し
て
、
積
木
が
作
ら
れ
た
か
な

ど
の
説
明
を
受
け
た
り
、
森
林

や
木
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
勉
強

に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

積
木
教
室

事前学習（針葉樹と広葉樹について）事前学習（直接、葉っぱに触れて、匂いも嗅いでみよう）

 

樹
　
木
　
教
　
室

～
高
知
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
～

〈
技
術
普
及
課
〉
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八
月
九
日
、
愛
媛
県
鬼
北
町

立
近
永
小
学
校
で
、
六
年
生

二
四
名
を
対
象
に
、
親
子
木
工

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
怪
我
を
し
な
い
よ

う
、
模
範
を
見
せ
な
が
ら
、
道

具
の
使
用
方
法
や
製
作
時
の
注

意
点
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、

サ
ク
ラ
、
ミ
ズ
メ
、
ヒ
メ
シ
ャ

ラ
な
ど
の
木
の
枝
を
使
っ
て
、

親
子
で
自
由
製
作
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　

短
い
時
間
で
し
た
が
、
ノ
コ

ギ
リ
や
ク
ラ
フ
ト
ナ
イ
フ
、
剪

定
バ
サ
ミ
な
ど
を
使
い
、
小
枝

等
を
加
工
し
て
、
慣
れ
な
い
手

工
具
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
、
先
生
や
当
セ
ン
タ
ー
職
員

の
手
も
借
り
な
が
ら
、
自
分
達

で
創
意
工
夫
を
し
て
、
ク
マ
や

ヒ
イ
ラ
ギ
は
針
葉
樹
（
針
の
よ

う
に
チ
ク
チ
ク
す
る
か
ら
）
と

予
想
ど
お
り
の
間
違
い
が
あ
り

ま
し
た
。

　

本
番
の
九
日
は
、
〝
殿
様
が

見
た
古
木
達
と
話
そ
う
！
〟（
発

行
：
高
知
緑
と
水
の
会
）
を
資

料
に
そ
の
中
の
八
本
を
メ
イ
ン

に
高
知
城
を
六
班
に
分
か
れ

て
一
周
し
ま
し

た
。
さ
す
が
に
、

前
週
の
事
前
学

習
が
功
を
奏
し
、

木
を
見
て
、
針

葉
樹
・
広
葉
樹

を
判
別
し
て
い

ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
、

同
じ
種
類
の
木
同
士
な
ら
く
っ

つ
い
て
一
本
の
木
の
よ
う
に
し

て
成
長
す
る
こ
と
や
、
違
う
木

な
ら
、
土
な
ど
の
養
分
を
奪
い

合
い
な
が
ら
も
共
存
し
あ
っ
て

い
る
こ
と
が
不
思
議
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

　

最
後
に
、
「
針
葉
樹
と
広
葉

樹
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
ど
ち
ら
に
分
類
さ

れ
る
の
か
考
え
な
が
ら
木
を
眺

め
て
み
た
い
。
」
な
ど
の
感
想

を
も
ら
い
、
こ
れ
を
機
に
、
樹

木
に
少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
、
大
切
さ
を
理
解
し
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

達
は
普
段
じ
っ
く
り
と
葉
に
触

れ
た
こ
と
が
な
い
よ
う
で
、
手

触
り
の
違
い
を
感
じ
た
り
、
匂

い
を
嗅
い
だ
り
し
て
、
「
ナ
ギ

は
ト
マ
ト
の
匂
い
が
す
る
。
」

と
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
針
葉
樹
と
広
葉
樹
と

に
分
け
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

や
は
り
（
？
）
ナ
ギ
は
広
葉
樹
、

高知城の樹木観察

作
品
作
製

「
親
子
木
工
教
室
を
開
催
」

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉
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シ
カ
等
の
置
物
や
ク
マ
の
ス
ト

ラ
ッ
プ
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

夏
休
み
中
に
、
親
子
で
一
緒

に
、
木
を
使
っ
て
い
ろ
ん
な
工

作
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
し
て
た
く
さ
ん
木

に
親
し
ん
だ
り
利
用
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

九
月
八
日
及
び
一
〇
日
に
、

徳
島
市
立
上
八
万
小
学
校
に
お

い
て
、
三
年
生
児
童
五
六
名
、

一
年
生
児
童
四
四
名
を
対
象
と

し
た
森
林
教
室
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

上
八
万
小
学
校
は
徳
島
市
内

で
唯
一
学
校
林
を
持
っ
て
お

り
、
森
林
環
境
教
育
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
取
り
組
み
は
、
当
小
学
校

二
学
期
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て

お
り
、
今
年
は
学
校
の
要
望
に

沿
っ
て
、
三
年
生
が
「
森
林
の

役
割
と
昆
虫
」
、
一
年
生
が
「
森

や
木
の
役
割
と
動
物
」
を
テ
ー

マ
と
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
国
有
林
の
仕
事
に
つ

い
て
説
明
し
た
後
に
、
森
林
に

よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
機
能
に

つ
い
て
話
を
行
い
、
三
年
生
に

は
森
林
に
生
息
す
る
昆
虫
の
幼

虫
か
ら
成
虫
ま
で
の
変
化
や
、

昆
虫
を
例
に
、
外
来
生
物
に
よ

り
在
来
生
物
に
危
機
が
生
じ
て

い
る
こ
と
。
一
年
生
に
は
県
内

の
森
林
に
生
息
す
る
動
物
に
つ

い
て
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
木
工
製
作
と
し
て
、

三
年
生
は
「
昆
虫
」
、
一
年
生

は
「
動
物
」
の
マ
ス
コ
ッ
ト
作

り
を
行
い
ま
し
た
。
児
童
た
ち

に
は
、
様
々
な
大
き
さ
の
板
や

輪
切
り
に
し
た
枝
等
を
土
台
に

木
の
実
や
小
枝
、
端
材
等
で
自

由
に
昆
虫
・
動
物
を
作
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た

作
品
は
実
に
み
ご
と
で
、
見
本

に
な
い
「
て
ん
と
う
虫
」
や
「
と

ん
ぼ
」
、
「
こ
う
も
り
」
等
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
作
品
を
作
っ
た
児
童

も
い
ま
し
た
。
児
童
達
の
発
想

で
こ
ち
ら
が
気
付
か
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
完
成
後
に

「
楽
し
か
っ
た
！
」
と
の
感
想

を
も
ら
い
、
森
林
教
室
は
楽
し

い
雰
囲
気
の
中
、
終
了
し
ま
し

た
。

　

最
近
は
、
自
分
で
山
に
行
っ

て
昆
虫
を
捕
ま
え
た
り
、
木
材

に
触
れ
る
事
も
少
な
く
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
児
童
は
昆

虫
は
勿
論
の
こ
と
、
木
材
に
も

と
て
も
興
味
が
あ
る
よ
う
で
、

熱
心
に
話
を
聞
き
、
木
工
製
作

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
学
校
や
地
域
の

要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
森

林
環
境
教
育
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

完
成
し
た
作
品

森
林
教
室
（
児
童
か
ら
の
質
問
）

森
林
教
室
の
実
施

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉


